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a植物による大気汚染調査（第1報）

1．はじめに

近年、埼玉県において光化学スモックの発生が著しく、47年鑑には、注意報。警報が27

回もでており、光化学スモックによる億物複号がか夜りあると思われる。しかしその被害状況

は十分把怒塩されてい凌い状態である。そこで本年吐、アサガオqケイトウ・ネギ宏どを指標

植物として大気汚染調査を行夜h、檀吻を通じて光化学スモック汚染の状況をとらえ£うとし

たQ

せたそれと並行して、オキシダント堪定と植物の被害症状の関係な調査した結果を報告する。

2．調査方法

詞空地城は県南呂U U丘㌔で、調査地点は、25広ば把1点の割合で′j、。中学校から選んだ

32地点である（囲1の（〕○印）。葱お常時監視潮定点が、調査地域内把あるので、参考のた

めに8ケ所の脚定点把も調査地点を設けた（囲1のA△印）。また比戟的把大気汚染の進んで

h竜山対照地点として、久喜市にある園芸試験場を選んだ。す凌わち合計41地点である。

指標絹物は、草をはアサガオが2品確で、ヘブンリーブルー（オキシダントに敏感）と襲静

子（鈍感）、ケイトウが2品種で、スカーレットジアイアント（敏感）と八千代（鈍感）、ネ

ギは金妄（敏感）1品種である。

木太はケヤキ¢イラヨウ等5種類を小。中学校にすで把植えられてぃる成木から選定した。

謝査観闇は、48年5月中旬から9月下旬までで、調査機関は教育局、公害センタ「、園芸

試験場てある。

3．調査結果

（1）5月13日のオキシダントによる：被害

5月15，16日の調査把おいて、草本の指標植物に被害が認められた。5月15日以前

把は5月13日しか高浜度オキシダントの発生がないことから考えて、5月13日のオキシ

ダントによる被害と判断した。
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図1に示したのが5月13日のオキシダント囁賃借とヘブンリーブ′レーー（以下E王；と記す）

の被婁地点である。

履物被害と対応するため把5月13日の8蒔から17時せでの9時間のオキシダントの寄卜

葦塩を開いた。オキシダント積算億の高い地域ほ、和光。朝靂とその鳳辺および川越■春日

部てあれ．低い地域は川口。茸加であった。

次虹橋物肇害について述べると、H工川こついては、調査地点ユ0，20，28において著

しい夜気．‡1，25，37におぃて重度な被害が認められた（図1のし△印）。紫獅子，

スカーレットジアイ7ント，金長にも被筈が認められたが、施点数は少かった。図lからオ

キシダント積算盾の高h地域に植物被害が発生してぃる傾向がうかがえる。

回2　5・13のオキシダントと被害鼓

［コ肛＝田
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回2は5月13日のオキシダント樟夢倍と被害直の関係を示したものである。医王①被害程

宏とたE王）の最大被害秦の被害程度であり、複写葉教とは‡壬ち1株の被害乗数である。被害

の遭類とは．草本の指標植物が5種類あるが、そのうち1調査地点で何覆類の植物が被害を

受けたかを示す。

この剋からオキシダント叢算値が高く浸るほこ　被害程毘。乗数。種類とも大貴る調査地

点が増大することが明らかでああ。

1218月上旬のオキシダントによる被害

8月8日，9日の調査把おhて植物被害が認められた。これは8月4ヨから7巨ほでの4

日f諦のオキシダントの連続的を害と考えられる。

匡3に示したが、8月上旬の4日間の8時からユ7時までのオキンダソトの謂賃借とEB

の被害地点である。

オキシダント梧箪短が高い地域ば、声拉，春日部，浦和，岩榔，越谷などであり、低h地

域は川甚，所沢てあった。

次に画賛磁害について述べると、見ちの韻書は県南凍思㍉中≡B地域に多発し、ユ7地点に

被害が認められた。発光市子，会長にも被害が認められたボ．わずかな飽点てあった0

回3からオキシダント得算値と被害皆の矧暑が、か瓦王‖あヱことが明らかでぁるQ

図jは8月上旬のオキシダント積算盾と被害駐の関係庵示した迫である。この図から5月

と同掛こ、オキシダント帯算箇が高く売るほど、被害程監。乗数。鐙額とも大浸る調査地点

が増大することか明らかである。

（3）その他の被害

HBが7月に、またケヤキは7，8月にわずか貴地点だが被害が認められた0
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雷4　804～7のオキシダントと華害藍

被害程圧
＼．‾一　品．一ニー∴ニ；
U　　　1　　　　　2

複写葉薮：U l～4　5～8　9枚以上

被害の在寮　0　　1　　　2程以上

オキシダント析算億

4．まと治

（11指頭書卦i麺として蛭、アサガオが最も適当であり、ケイトウ，ネギ捜感度がアサガオ．とむ鈍

ぃとぃうことと、実の更新が違ぃた払．萬悪疫オキシダントが違凝的把発生した場合＼その

被害を捕え把くh等の点から、適当で長いと考えられる。

（2）アサガオの品稽としては、へブ㌢リーブルー痩感匿がよく摩れてぃるが、老化しやすく、

管理しにくh欠点があり、長期間の帯査に問題がある。

（3）末女につぃてkL草本に比べて感定が鈍しへので、経年的宏美潰された冨を調べる訴査に用

ぃるべきでさろう。

（4）オキシダント監藍と福物の被害匿は相畳が法ると考えてよレ㌔　しかしオキシダント扱が

高h地点でかならザしも被害がでておらサ＼局地的な敦気象ヤ指標埴物の生育状況売ど、さ－一

まざま宏医子が関与してレ㍉ると考えられる。

（5）8月上旬もて結、対照地点つ国試にも複写が認められ、調査地域を県南だけで浸く県全域把

拡大することが望まれる。
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